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ブリンクリー編著『ジャパン』第１巻より

【図版】

「梵天像 浄 瑠璃寺吉 祥 天厨子絵」
ぼんてんぞう じょう る り じ きっしょうてん ず し え

木版制作者
彫師：木村徳太郎
色摺：田村鉄之助



岡倉天心「奈良時代の絵画 ８世紀」

‘A PAINTING OF THE NARA EPOCH EIGHTH CENTURY’

【本文】



【解説】

天心による日本美術史の解説文 『ジャパン』誌全10巻の巻。

末に多色刷り木版の図版とともに掲載され、奈良時代から順

次江戸時代まで解説されている。第１巻は、仏教文化が中国

から朝鮮経由で日本にもたらされ、奈良時代美術が花開いた

ことが述べられている。掲載の図は、東京美術学校で明治22

年に所蔵された板絵の「梵天像」で、当時同校校長であった

天心が収集に関わったと考えられる作品である。

【本文の部分訳】

「 、 。ここに図示する絵は 明らかに孝謙天皇の頃のものである

筆者は不明であるが奈良時代絵画の数少ない遺品の一つとし

。 、 、て貴重である 仏法の守護神帝釈天(1)をあらわし 硬い姿勢

非人間的な表情は小乗仏教思想の特徴を示している。描線、

筆致はまだ流麗ではなく、抑揚もない。色数は少なく且つ陰

影がほとんどないが、樹石の描法はすでに春日派(2)を予兆し

ており、これが数世紀あと、京都が奈良に代って都となるに

及んで復活することになるのである （金子重隆訳『岡倉天。」

心全集』第２巻より）

(1) 天心はこの像を「帝釈天＝Indra(インドラ)」としてい

るが、現在では、その持物などから「梵天＝Brahma(ブラ

フマ)」と考えられている。

(2) 春日の号を名のる画家群が鎌倉時代に現れ、かつては

一つの流派と考えられたこともあったが、現在では用い

られていない概念である。天心の文章からすると、奈良

時代の古い描き方を復活した平安時代の画派で、藤原氏

。の氏神春日神社に関係する画派との認識があったようだ



【実作品の情報】

「梵天像 浄瑠璃寺吉祥天厨子絵」

板絵着色 鎌倉時代

103.6×30.7㎝ 重要文化財

東京藝術大学大学美術館蔵

京都の浄瑠璃寺(じょうるりじ)旧蔵の厨子扉絵。正面扉の
左に本作、右に「帝釈天(たいしゃくてん)」が描かれ、厨子
内側左右に四天王(持国、増長、広目、多聞)が２図ずつ、背

、 。面に弁財天像が描かれ 中に置かれた彫刻の吉祥天像を囲む
かたく無表情な線描が奈良時代の描法の踏襲と考えられてい
る。明治22年、開校間もない東京美術学校が購入した。

【天心の解説と学問としての美術史】

現在この「梵天像 浄瑠璃寺吉祥天厨子絵」は、旧蔵先の資

料などから鎌倉時代の作品であることが知られています。し

たがって、天心の説明は誤りだったことになりますが、現在

でもこの作品の描写は奈良時代の古い様式を踏襲しており、

あるいはそういった古画の模写だった可能性も指摘されてい

るのです。つまり、天心が読みとったのちの時代の「予兆」

というものが、実際、この作品の時代的特徴にほかならなか

ったのかもしれません。

ところでここで重要なのは、そういった描写等により時代

を推定してゆくという学問としての美術史の試みを、まずも

。って最初に実践していったのが天心であったということです

学問は日進月歩に進歩してゆきますから、以前の仮説がくつ

がえされることはよくあることですが、そういった見方自体

が始まらないことには、学問の進歩そのものもあり得なかっ

たわけなのです。
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